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梅美台小学校前　バス停下車スグ

月・水・木 9:30~20:00
金・土 9:30~18:00
日・祝 9:30~13:00
火曜日 ※臨時休診あり（事前にお電話にてご予約ください）

■診療時間

■休診日

土日祝日も
開院

女性スタ ッ フに よ る小 さな歯科医院

木津川を美しくする作品展　作品募集
種目 主題 備考

標語の部 河川美化について
短歌の部

木津川について俳句の部
詩の部 800字以内
作文の部 木津川と河川美化 小・中学生限定、1,600字以内
ポスターの部 河川美化について 小・中学生限定、画用紙四つ切

書道の部 木津川を美しくする、または自然を
愛する気持ちから想起されるもの

小・中学生限定、書き初め用八つ切（68cm×18cm程度）
に、学年・氏名を記入し提出。（通常半紙の作品は不可）
小学生は楷書、中学生は楷書または行書

■申 �8月28日までに応募票を記入し作品に貼付して、直
接木津川を美しくする会市支部事務局（環境課内）へ。
　・公立の小・中学生は、各学校へ提出ください。
　・�市民以外の応募者は本部事務局へ。（京都府山城広
域振興局　木津地域総務防災課内）

■他・応募は未発表の作品で、1人1種目2点までです。
　・応募票は、環境課にあります。
　・�入賞作品は、山城南保健所・市役所などで展示す
る予定です。

　・�応募作品は原則、返還しません。ただし、ポスター・
書道のみ事前申請者には返還します。

■問環境課　☎75‐1215
　�京都府山城広域振興局　木津地域総務防災課内（木
津上戸18‐1）☎72‐0051

さとやま通信　vol.120
鹿背山倶楽部が環境大臣表彰を受彰
　鹿背山倶楽部の絶え間ない活動は、かせやまの森の自然共生サイトへの
認定に大きく貢献いただき、自然環境の保全に関する顕著な功績があった
団体として、令和8年度「みどりの日」自然環境功労者環境大臣表彰を受彰
されました。
　今後も鹿背山倶楽部や、その他の活動団体の皆さんと継続的な里山保全
に尽力していきます。
　（加藤会長へのインタビューは裏表紙をご覧ください。）

鹿背山倶楽部では新規会員を募集中
　里山林の再生を目指して異常繁殖した竹の伐採、水生生物のモニタリン
グ、雑木や果樹の植栽や下草刈り、古代米の栽培や野菜づくり、シイタケ栽
培などの活動をおこなっています。定期活動日は毎週土曜日です。一日体
験も歓迎しています。
■申 �・■問興味のある方は、鹿背山倶楽部へ。 kaseyamaclub@gmail.com

都市計画課　☎75‐1222

（「鹿背山倶楽部」加藤会長（中央）、中川相談役（右））
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表紙説明
　「放課後子ども教室」ではスタッフを募集しています。
　スタッフたちは、みんなこどもたちが安心して遊べるように、とても温かく和やかな雰
囲気で、見守りをおこなっています。詳しくは、2・3ページをご覧ください。

ホーム
ページ Facebook Instagram LINEYouTube

人　口 78,528人 （−32）
 （うち外国人 1,429人）

　　男 37,784人 （＋4）

　　女 40,744人 （−36）

世帯数 33,819世帯 （＋18）

木津川市の人口
2026年7月1日 現在 （　）内は前月比
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学
研
都
市
地
域
開
発
の
最
中
、開
発
予
定
だ
っ
た
木

津
北
地
区
が
、平
成
15
年
度
に
国
土
交
通
省
か
ら
事
業

の
中
止
が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、当

時
所
属
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て
い
た
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
の
Ｏ

Ｂ
や
現
役
職
員
の
有
志
で
、「
こ
の
土
地
を
元
の
里
山
に

戻
し
て
い
こ
う
」と
決
意
し
ま
し
た
。自
然
と
人
が
関
わ

る
里
山
環
境
の
保
全
や
、学
研
都
市
住
民
の
里
庭
と
し

て
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れ
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境
づ
く
り
を
目
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始
め
ま

し
た
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す
か
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っ
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で
き
る
大
切
な
場
所
で
す
。ま
た
、こ
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
自
由
に
や
り
た
い
こ
と
が
で
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発
的
な
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会
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。会
員
で
な
く
て
も

現
地
は
自
由
に
散
策
で
き
ま
す
。「
こ
ど
も
た
ち
に
自
然

と
触
れ
合
っ
て
ほ
し
い
」「
野
菜
や
作
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里
山
で
育
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て
み
た
い
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い
っ
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気
持
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構
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ま
せ
ん
。ま
ず
は
気
軽
に
里

山
を
訪
れ
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地
を
体
験
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　2004年の鹿背山倶楽部設立以来、「かせやまの森」で20年以上
にわたり、貴重生物であるヤマトサンショウウオの保全活動をは
じめ、里山農業体験の実施やビオトープ・竹林の整備など、地域の
自然環境の保全をおこなっている。
　これらの継続的な取組が認められ、自然環境の保全に関する顕
著な功績があった団体として、令和8年度「みどりの日」自然環境功
労者環境大臣表彰を受彰。「かせやまの森」に関わるみんなが評価
されたと語る鹿背山倶楽部の加藤会長に、活動への思いを伺った。

「里山で広がる人の輪」

鹿背山倶楽部　会長　加
か

藤
とう
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鹿背山倶楽部
ホームページ


